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事業関連写真 
ガーナ・カカオ豆の収穫から船積みまでの流れ 

  
カカオ農園 

・先祖代々受け継いできた農地 

・大多数は小規模農家、平均 2-3Ha 

・収穫～発酵～乾燥まで自ら行う 

カカオポッド 

  
発酵 

バナナの皮を利用し、発酵 

発酵に要する日数=平均６日間 

乾燥 

天日自然乾燥 

  
カカオポッド 

  
Purchasing Clerk(PC) =買付担当者の Depo 

PC は各農家から買い付けた豆をここへ運ぶ。 

Licensed Buying Company(LBC) =認可された買付会社

の Depo（District Depo とも言う） 

QCC は LBC の Depo 近くに検査官を常駐させており、

第一回目の品質検査を、ここで行う 



 

  
港湾倉庫（Takoradi、Tema) 

敷地と建物所有者=CMC 

カカオ豆が当倉庫へ搬入された時点で 

名義が LBC から CMC へ移転 

日本向け一般玉は、日本向け専用倉庫へ搬入される。 

   

水分検査 ビーンカウント カットテスト 

  
QCC における農薬検査 

  
港湾倉庫（タコラディ） 

  

港湾倉庫（テーマ） 

  



[略語一覧] 

 
略語 正式名称 日本語訳 

CHED Cocoa Health and Extension Division カカオ健康・普及局 

CMC Cocoa Marketing Company カカオ・マーケティング会社 

COCOBOD Ghana Cocoa Board ガーナ・カカオボード 

CRIG Cocoa Research Institute of Ghana ガーナ・ココア研究所 

LBC Licensed Buying Company 公認買付業者 

MAFF Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries （日本）農林水産省 

MOFA Ministry of Food and Agriculture （ガーナ）食糧農業省 

QCC Quality Control Company カカオボード品質管理部門 
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１．本事業の概要 

 

1-1. 本事業の目的 

日本において利用されるカカオ豆は、主にガーナ共和国（以下、「ガーナ」という。）

を中心とした西アフリカ諸国から輸入し、チョコレートに加工されている。 

農林水産省が令和 3 年度に策定した「みどりの食料システム戦略」においては、持続可

能性に配慮した輸入原材料調達の実現を目指すとされ、代表的な品目の一つとしてとし

てカカオ豆等が挙げられている。 

また、国際的な SDGｓの取り組みとして、海外のほとんどのグローバル食品企業では

持続可能な原料の調達を目標としており、日本国内大手食品企業にも急速に広がってい

る。 

しかしながら、特にカカオ豆の主要生産地である西アフリカ諸国においては、知識や

資材の不足、生産性の低さに起因する小農家の貧困、児童労働、無秩序な熱帯雨林の開

発が進行し、生産の持続可能性を阻害している状況にある。 

このため、本事業では、カカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、日本の食品企

業における持続可能性に配慮した輸入カカオ豆調達の実現を図ることを目的とする。 

 

＜ガーナのカカオ豆生産＞ 

 

図 1-1 ガーナ・カカオ豆収穫エリア 
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ガーナは、コートジボワールに次ぐ、世界第 2 位のカカオ生産国である。ガーナのカカ

オ豆は、北緯 8度以南の地域で生産されており、西部地域での生産は国内生産の 56％を占

める。約 80 万世帯の生産者のほとんどが小規模農家である。 

ガーナのカカオ豆の収穫シーズンは、10 月～翌年９月であり、10 月～翌 4or5 月に船積

される豆を“Main Crop”、5 月 or6 月～9 月に船積される豆を“Mid(Light) Crop”と呼ば

れる。なお、Main Crop=輸出用、Light Crop=国内販売用とされている。ガーナの生産量は、

平均的には、Main Crop=65 万トン、そして Light Crop=20 万トンの計 85 万トンに上る。 

 

1-2. 本事業の内容 

我が国のカカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、我が国のチョコレート業界関係

者とガーナにおいてカカオ豆の生産を管理するカカオ・ボード等とのワークショップの開

催及び現地の生産農家に対する国際認証取得やトレーサビリティの確立に向けた技術講習

会を実施した。 

① 現地関係者とのワークショップの開催 

② 生産農家への研修の実施 

 
本事業は、次の２点を事業目的の柱として掲げ、実施した。 

 

(1) カカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、日本の食品企業における持続可能性に

配慮した輸入カカオ豆調達の実現を図る 

(2) 日本において持続可能なカカオ豆の調達を実現するために、課題を抽出し、解決手法

等を整理するとともに、解決に向けて現地関係者との持続的な協力関係を構築し、その方

向性をとりまとめる 
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本事業を実施するに当たり、カカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、日本の食品

企業における持続可能性に配慮した輸入カカオ豆調達の実現を図る上での課題と課題に対

応したワークショップ及び研修の内容案を以下に整理した。 

 

 日本へのカカオ豆の主な供給国であるガーナなどカカオ豆の主要生産地である西アフリ

カ諸国においては、知識や資材の不足、生産性の低さに起因する小農家の貧困、児童労働、

無秩序な熱帯雨林の開発が進行し、生産の持続可能性を阻害している状況にある。 

こうした状況のもと、現状の課題等については、日本国内のチョコレート業界関係者や

ガーナ産カカオ豆を取り扱う日本の商社によると、ガーナにおける現状の課題の一つは、

カカオ豆を生産する農家から民間の買付業者までのトレーサビリティが構築されていない

ことであるとされている。このため、現地の農家が、日本の食品企業による農家への国際

的な SDGｓの取り組みの支援に賛同して、持続可能性に配慮した日本向けのカカオ豆を生産

し供給することが可能であっても、それに対する日本側からの割増金が農家に戻っている

かが明らかになっていないことである。カカオ豆の買付けは、政府に認可された民間の買

付業者の単位での契約となるため、農家から買付業者までのトレーサビリティを構築して

もらうことが日本の食品企業の要望となっている。 

図 2-1 カカオをめぐるニーズと問題と解決策のイメージ 
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(1) カカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、日本の食品企業における持続可能性に

配慮した輸入カカオ豆調達の実現を図る 

 本事業では、カカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、日本の食品企業における持

続可能性に配慮した輸入カカオ豆調達の実現を図ることを目的として、日本のチョコレー

ト業界関係者である日本チョコレート・ココア協会やその会員である日本国内食品企業、

そしてカカオ豆の現地からの調達に関わっている商社との協力体制のもと、ガーナにおい

てカカオ豆の生産を管理するカカオボード等とのワークショップの開催及び現地の生産

農家に対する国際認証取得やトレーサビリティの確立に向けた技術講習会を行った。 

 

(2) 日本において持続可能なカカオ豆の調達を実現するために、課題を抽出し、解決手法

等を整理するとともに、解決に向けて現地関係者との持続的な協力関係を構築し、その方

向性をとりまとめる 

現地関係者（ガーナ政府関係者、ガーナ・カカオボード、農協、生産者等）とのワーク

ショップ開催前の事前準備期間に、現地関係者へのプレインタビューを行い、現地関係者

からどのような課題があるかについて聞き取りを行い、ワークショップのテーマに反映さ

せた。 

 また、残留農薬の問題などその他の現状の課題についても、ワークショップでの現地関

係者との対話により我が国において持続可能なカカオ豆の調達を実現するために、どのよ

うな課題があり、それを解決するために必要な手法等を明らかし整理するとともに、今後、

解決に向けて現地関係者との持続的な協力関係を構築し、その方向性をとりまとめた。 
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図 2-2 ガーナ・カカオボード 

 

 ガーナで生産されるカカオ豆は、認可された民間の買取業者(LBC)によって買い付けが行

われ、公的機関のカカオボードが輸出を行う。 

 カカオ豆生産地からカカオボードの倉庫までの輸送は民間の買取業者(LBC)に委託され

ており、41 社の買取業者が登録されている（2014 年）。カカオ・マネジメント・システム

（CMS）により、民間の買取業者（LBCs）から、倉庫までの全国的なトレーサビリティが

構築されている。また、農場から買付業者までのトレーサビリティについても開発が進め

られている。ガーナ国内のココア加工業者へのカカオ豆販売は CMC の業務である。 

 
1-2-1．現地関係者とのワークショップの実施手順と内容 

ガーナ政府関係者、ガーナ・カカオボード、生産者等の現地関係者との対話により、日

本において持続可能なカカオ豆の調達を実現するために、どのような課題があり、それを

解決するために必要な手法等を明らかにし整理するとともに、今後、解決に向けて現地関

係者との持続的な協力関係を構築し、その方向性をとりまとめることを目的としてワーク

ショップを開催した。 
 

 なお、ワークショップの実施にあたり以下の点を留意点とした。 
【留意点】 
  日本において持続可能なカカオ豆の調達を実現するための日本のチョコレート業界側

のニーズをガーナ政府関係者、ガーナ・カカオボード、農協、生産者等の現地関係者
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に認識してもらう取り組みとする。 
  ワークショップには、カカオ豆の買付を行う政府に認可された民間の現地買付業者に

ついても参加対象とすることで、事業の効果を高め、また継続性のあるものとする。 
なお、新型コロナウイルス感染症またはその他のやむを得ない事由により渡航が困難で

あると認められるときは、オンラインでの開催について検討する。 
  
(1) 現地関係者とのワークショップの実施 
  ワークショップ開催時期については、ガーナのカカオ豆のメインクロップ（例年 10

月～5 月）の収穫が始まり、輸出向けのロットが輸出港の倉庫に保管され始める時期

である 11 月に現地を訪問することを想定し調整した。 

  ワークショップは、日本側からの参加者（日本のチョコレート業界関係者等）と現

地関係者（ガーナ政府機関関係者、ガーナ・カカオボード、生産者等）を招待し対

面形式で行った。ワークショップでは通訳を配置した。また、日本語から英語に翻

訳した資料の配布を行った。 

 
1-2-2．生産農家への研修の実施手順と内容 
(1) 目的と留意点 
 【研修の目的】 
 日本向けのカカオ豆を生産することが可能な農家に対して、国際認証やトレーサビリテ

ィ等への理解の促進を図るための技術協力として、現地において専門家による技術講習会

を実施した。 
対象とする農家の規模、対象数、場所等については、現地関係者とのワークショップに

おいて選定した。 
 
 なお、以下の点を留意点とする。 
【留意点】 

  持続可能な原料調達に取り組んでいる日本の食品企業が、ガーナにおいて、持続可能

性に配慮したカカオ豆の調達・輸入の実現を図ろうとしていることを生産農家に的確

に伝える。 

  現地渡航までに、あらかじめ、①我が国の食品企業が期待するガーナからのカカオ豆

調達における課題・改善ニーズを把握し、そのうえで、②現地関係者と調整した上で、

対象とする農家の規模、対象数、場所等を選定するとともに、研修効果がより高まる

ような研修テーマとなるように留意する。 

 
(2) 研修テーマ 
 研修目的を踏まえて、研修テーマは以下の項目に従って実施した。 
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①国際認証、②トレーサビリティを基本テーマとしつつ、③日本の食品企業が期待する

ガーナにおける持続可能性に配慮したカカオ豆調達とは具体的にどのようなことか、④こ

れまでに日本のチョコレート業界や食品企業がガーナで実施してきた活動内容紹介、⑤日

本のチョコレート業界や食品企業がガーナのカカオ生産農家に期待する事項、⑥カカオ生

産農家が考える持続可能性に配慮したカカオ豆生産に向けての課題・対策。 
 
(3) 研修講師の確保 

ガーナ・カカオボード品質管理部門から研修講師を選定した。 
 
(4) 研修の実施 
  カカオ生産農家を 30 人程度招待し、セミナー方式で、プロジェクター利用及び資料

配付を通じて、上記テーマについて担当講師が説明する。 
  使用言語は、講師は基本的に英語を用いて説明するが、農家が十分に理解できるよ

う、研修場所で用いられているローカル言語の通訳を活用する。 
  プレゼン資料及び配付資料については、英語で作成した資料を用いる。 

 
(5) 研修実施場所 
 研修場所の選定においては、①ガーナ国におけるカカオ豆の主要生産地、また、②無秩

序な森林破壊が進行している地域、そして、③日本企業がカカオ豆を調達している地域、

と④交通アクセスを勘案しつつ選定した。研修は 1 箇所に代表者を集めて実施することを

想定し、上記①～④を勘案して、以下の場所を選定した。 
Region 名 都市名 
ウェスタン州 ボゴソ市 

  
また、研修地の所在地を下図に示す。 
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図 2-3 研修地 

 
(6) 研修対象農家について 
 30 名程度のカカオ生産農家及び、カカオ生産農家のグループのリーダー・幹部等を招き、

さらに、ジェンダー配慮の観点ならびに女性・青年の農家から見た課題・改善ニーズも把

握するため、女性・青年も加えるように検討した。（女性農家は、クレジットへのアクセス

や技術研修参加機会が男性農家に比較して少ないとされている。青年農家の場合、年配の

農家に比較して、新しい農業技術の取り入れに積極的であるとされる。） 
 
(5) 概要書等の作成 
 研修の終了後、研修の概要を作成した。 

 
1-2-3 文献調査 
現地でのワークショップ・研修の内容を検討するため、事前に既存資料による文献調

査を実施した。利用した既存資料を表 1-1 に示す。 
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表 1-1 既存資料一覧 

資料名 発行年・受託機関・
委託機関 内容等 

「みどりの食料システム

戦略」（参考資料） 
令和3年5月 
農林水産省 

農林水産省では、食料・農林水産業の生産力向上と持

続性の両立をイノベーションで実現する「みどりの食

料システム戦略」を策定した。 
持続可能性に配慮した輸入原材料の調達への取組みに

ついて参考とした。 
平成27年度FVC構築事

業（アフリカにおける二

国間事業展開支援事業－

ケニア、ガーナ－）報告

書 

平成28年3月 
プロマーコンサルティ

ング 
（農林水産省委託事業） 

ケニア及びガーナへの海外展開及びFVC構築推進を

目的とした事業。 
各国に関心のある我が国企業や関連機関の方々に

FVC内の主要なプレイヤーや政府の関連政策等の情

報を整理・提供することを目的として実施。 
平成 26 年度 FVC 構築支

援のための農林水産・食

品産業の海外進出状況調

査報告書 

平成26年9月 
株式会社国際開発セン

ター 
（農林水産省委託事業） 

世界各地での農林水産・食品関連の日系企業の海外事

業展開の概況についての調査。 
FVCの先駆的優良事例からノウハウを調査し、研修・

セミナーの講師選定の参考としたもの。 
途上国の農業生産・投資

拡大のための検討調査事

業のうちアフリカにおけ

る農業投資拡大のための

検討調査 成果報告書 

平成25年3月 
株式会社三菱総合研究

所 
（農林水産省委託事業） 

ガーナのバリューチェーン下流の重点調査（加工食品

の生産・流通状況調査）及びイモ類の投資拡大に向け

た実証調査報告。 
ガーナの加工・流通の実情を知る上で役立つほか、消

費における実証実験の経験を参考にしたもの。 
ガーナ灌漑稲作農業振興

促進計画 プロジェク

ト・ファインディング調

査報告書 

平成21年1月 
ADCA 
(農林水産省補助事業） 

ガーナにおける農業・灌漑開発の可能性を分析した調

査であり、ガーナ農業分野の現況を知る参考資料とし

たもの。 

 

 

1-3. 本事業の実績 

本事業の実施実績を表 1-2 に示す。 
 

表 1-2 本事業の実績（ワークショップ、研修） 

実施項目 場所 講師数 参加者数 期間 

1. 現地関係者とのワークショップ及び生産農家への研修の実施運営 

(1) 現地関係者とのワークショ

ップ 

ガーナ 

アクラ市 
2 名 19 名 2022 年 11 月 22 日 

(2) 生産農家への研修 ガーナ 

ボゴソ 
2 名 36 名 2022 年 11 月 23 日 
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2．ガーナ・カカオボード及びガーナ食糧農業省への訪問 

2-1.カカオボード品質管理部門 

ガーナ・カカオボード品質管理部門（QCC）の組織の目的及び業務内容について説明を

受け、意見交換の後、農薬等分析に係る前処理及び機器分析室を視察した。 
 
 QCC ラボには、４つの部門があり、職員は 64 名いる。日本向けの残留農薬検査の基準

を満たしているかを検査できる体制を整えている。ポジティブリストの導入後の 2012 年以

降、残留農薬の基準が厳しくなり、日本向けの船積前に残留農薬の検査を行うようになっ

た。当初は 12 種類の農薬の検査を行っていた。 
QCC では、カカオ産地への研修やモニタリングを行ってきた結果、現在は 2 種類の農薬

の検査まで減ってきている。昨年度は違反件数がゼロであったことは、QCC にとっても喜

ばしいことであった。 
このラボで検査が可能なのは、残留農薬検査の他、マイコトキシン（カビ毒）、脂肪分、

虫の異物混入も検査可能である。ラボは ISO の認証を受けており、カビ、細菌の検査設備

も整えられている。カドミウムや水銀といった重金属の検査機器の導入も進められている。

また、カカオ豆の香味成分の分析機器の導入も行う計画がある。 
地域によって異なるが、日本向けであれば残留農薬、欧州向けであればマイコトキシン、

モシュモア（MOSH/MOAH）、重金属といった分野に新しく人的資源を投入している。 
・カカオ豆を入れるジュート袋の調達についても、カカオボードが行っている。 
・コーデックスなど、新たな規格が導入されたときに、既存の検査機器やノウハウで対応

できない場合もあり、輸入国からのサポートは不可欠である。日本からは、分析技術専

門家の派遣により技術研修を行うなどサポートを受けている。訪問の概要については、

添付資料 1-1(1)に掲載する。 
 

  
テマ港倉庫でのカカオ豆の検査 日本向け倉庫での輸出前の検査 
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ガーナ・カカオボード QCC ラボ 倉庫外観（欧向け） 

 
2-2．ガーナ食糧農業省 

日本側より、ガーナのカカオ豆についての持続可能なカカオ豆生産のプロジェクトを本

年度から開始したこと、その事業の目的、来年度も継続して予算要求している旨を伝えた。 
ガーナ側からの発言は、以下のとおりであった。 

・このプロジェクトの実施は、ガーナにとって大変ありがたいものである。特に品質面が

重要で日本向けのカカオ豆にとっても有意義である。また、農薬の適正使用は、残留農

薬などの検疫上も重要である。そのためにもココアボードとよく連携して進めることが

必要である。 
・カカオ豆を加工する際に残る殻や皮などの不要物を畜産飼料などに有効利用できる方法

について、知見があれば知りたい。 
・ガーナのカカオ豆はチョコレート以外には、何に使われるか。 
・生産性の向上は具体的には、どのようなことを考えているのか。 
・今回の技術講習会の場所であるウェスタン州以外にもカカオ産地は多くあることから、

カカオボードとの連携によりガーナ全体に大きく広がるように事業を進めてもらいたい。

農家も持続可能性とトレサビリティについては、前向きに取り組む声を聞いている。 
・児童労働は政府の課題と認識しており、ILO に定めるワースト項目（最悪形態の児童労

働（the worst forms of child labour））より解決していきたい。また、食品安全（農薬）

についても重要で農家もその点は理解している。本プロジェクトを通じてプラスになる

成功となるように願っている。 
・ウクライナ情勢などによる物価高騰により、米の輸入価格が高くなっているが、国内生

産を伸ばすように推奨している。JICA の協力も得ながら４つのプロジェクトを進めてお

り、灌漑システムを導入して、収量の増加を指導している。 
 肥料は、輸入価格が高騰している。国内生産を進めていく予定である。ガーナでは天然

ガスが産出されるので、それを活用しようとしているが、資金がなく進んでいない状況

にある。肥料高騰対策としては有機肥料を国内で推奨しているところである。 
 
訪問の概要については、添付資料 1-2(1)に掲載する。 
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ガーナ食糧農業省 

 
 
 

- 12 -



 
 

３．現地関係者とのワークショップ・生産農家への研修の実施 

 

 本事業では、日本のカカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、我が国のチョコレー

ト業界関係者とガーナにおいてカカオ豆の生産を管理するカカオ・ボード等とのワークシ

ョップの開催及び現地の生産農家に対する国際認証取得やトレーサビリティの確立に向け

た技術講習会を実施した。 

 ワークショップの開催時期については、ガーナのカカオ豆のメインクロップ（10月～5

月）の収穫が始まり、輸出向けのロットが倉庫に保管され始める時期である 11月に調整し

実施した。 

 

 ガーナで実施した現地関係者とのワークショップ及び生産農家への研修（技術講習会）、

カカオ農園の視察は下記のとおりである。 

 

ワークショップ・研修・視察 実施日 場所 

1. 現地関係者とのワークショップ 2023 年 11 月 22 日 

9 時～13 時 

ガーナ国アクラ市 

 

2. 生産農家への研修（技術講習会） 2022 年 11 月 23 日 

10 時 30 分～14 時 

ガーナ国ボゴソ市 

 

3. カカオ農園視察 2022 年 11 月 24 日 

10 時～11 時 

ガーナ国クマシ市近郊 

ベクアイ地区カカオ農園 
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3-1. 現地関係者とのワークショップの実施運営 

3-1-1. 実施概要 

(1)目的 

本事業では、日本のチョコレート業界を中心とした関係者をガーナに派遣し、現

地関係者（ガーナ政府関係者、ガーナ・カカオボード、世界カカオ基金等）とのワ

ークショップを開催した。 

ワークショップは、現地関係者との対話により日本において持続可能なカカオ豆

の調達を実現するために、どのような課題があり、それを解決するために必要な手

法等を明らかし整理するとともに、今後、解決に向けて現地関係者との持続的な協

力関係を構築し、その方向性をとりまとめることを目的として実施した。 

また、本ワークショップにて、生産農家への研修の対象とする農家の規模、対象

数、場所等について検討し決定した。 

 

(2)開催日時 

2022 年 11 月 22 日（火） 9：00 – 13:00 

 

(3)開催場所 

ガーナ アクラ市 ココナッツグローブ リージェンシーホテル会議室 

 

(4)ワークショップ発表者と発表内容 

日本のチョコレート業界関係者及びガーナにおいてカカオ豆の生産を管理するカ

カオ・ボードから以下の 2 機関に発表者を依頼した。 

ワークショップの概要については、添付資料 1-3(1)に、発表資料は添付資料 1-3(2)

に掲載する。 

・伊藤忠商事株式会社アクラ事務所： 

 日本のチョコレート業界のニーズについて 

 トレーサビリティとサステナビリティについて 

 持続可能性に配慮したカカオ豆調達への日本側の取り組み 

 

・ガーナ・カカオボード： 

 日本向けカカオ豆の輸出 

 サステナビリティへの取り組み 

 食品安全について 

 持続可能なカカオ豆生産の課題 

 

(5)参加者 

- 14 -



 
 

ガーナ食糧農業省から政府関係者及びガーナにおいてカカオ豆の生産を管理する

ガーナ・カカオボード総裁、副総裁、理事等の現地関係者に加え、カカオ生産国に

おいてカカオ農家へのサポートを行うことにより持続可能なカカオ経済を推進する

非営利の国際団体である世界カカオ基金（WCF）のガーナ代表などガーナ側より 11

名の参加があった。 

参加者名簿は添付資料 1-3(3)に掲載する。 

 

(6)プログラム 

以下のとおり。 

 

時間 プログラム 
11 月 22 日（火） 

＜会場＞ ココナッツ グローブ リージェンシー ホテル 
08:30～09:00 受付  
09:00～09:10 参加者の紹介（日本側、ガーナ側） 司会（逐次通訳） 
 
09:10～09:20 
09:20～09:30 

開会あいさつ： 
日本：渡邉食品製造課長（農林水産省） 

 ガーナ：アイドー総裁（カカオボード） 

逐次通訳：日本語⇔英語 

09:30～10:00 [日本側プレゼン] 
・日本のチョコレート業界のニーズについて 
・トレーサビリティとサステナビリティ 
・児童労働問題への取り組み、他 

日本人講師（伊藤忠商事

アクラ事務所梶川所長） 

10:00～10:30 [ガーナ側プレゼン] 
・持続可能なカカオ豆調達のための課題の洗

い出しと、重点課題の整理 

ガーナ・カカオボード 
アイドー総裁 

10:30～10:45 休憩  
10:45～11:45 問題解決のためのディスカッション（これか

らに向けて） 
 

11:45～11:50 生産農家への研修実施の場所の決定  
11:50～12:00 閉会の言葉 日本チョコレート・ココ

ア協会 三谷専務理事 
12:00～13:00 昼食（ホテル内レストラン） 
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 3-1-1-2. 結果概要 

日本及びガーナ双方からの発表者によるプレゼンテーションが行われた後、持続可

能なカカオ豆の調達を実現するために現在ガーナが抱えている課題についてディスカ

ッションを行った。 

日本側は、発表者に加え、在ガーナ日本国大使館、日本における中心的なチョコレ

ート業界団体である日本チョコレート・ココア協会、民間企業等が参加した。今回は

初回ということもあり、引き続き開催される研修での議論テーマとして網羅的に課題

を抽出するための意見交換が中心となった。 

ディスカッションの中で、カカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、持続可能

性に配慮した輸入カカオ豆調達の実現を図るため挙げられた主な課題は下記のとおり

である。 

1) 児童労働 

2) トレーサビリティ 

3) 森林破壊 

4) 農家の収入向上 

5) 食品安全 

 

これらの課題に対して、カカオボード総裁からカカオボードの取組みとして、森林

破壊監視システム（National Deforestation Monitoring System）の策定、再生農園

プログラム（Cocoa Rehabilitation and Intensification Programme（CORIP））、ガー

ナ森林投資プログラム（FIP）、生産性向上プログラム（PEPs）などの取り組みについ

ての説明があった。また、カカオボード総裁からは、以下についての提案があった。 

 

① カカオボード QCC ラボから定期的に日本での農薬検査分析技術の研修 

② カカオ腫脹性シュートウイルス病（CSSVD）に感染した地域の農園のリハビリの

サポート 

③ カカオ農家への支払いの新たなキャッシュレス決済システムへの支援 

④ カカオの一次加工工場 

 

事前に行った文献調査等でも同様の内容が挙げられており、直接意見交換すること

により、改めて日本・ガーナの間での課題認識が共有化でき、研修等へ繋ぐベースと

することができた。 
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現地関係者とのワークショップ 

  

日本側参加者 ガーナ側参加者 

  

ガーナ・カカオボード総裁による発表 ワークショップ参加者 
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3-2. 生産農家への研修（技術講習会）及びカカオ農園視察の実施運営 

3-2-1. 生産農家への研修研修会（2022 年 11 月 23 日） 

3-2-1-1. 実施概要 

(1)目的 

本研修では、日本向けのカカオ豆を生産することが可能な農家に対して、国際認

証やトレーサビリティ等への理解の促進を図るための技術協力として、現地におい

て専門家による技術講習会を実施した。 

 

(2)開催日時 

2022 年 11 月 23 日（水） 9：30 – 14:00 

 

(3)開催場所 

ガーナ ボゴソ市 ゴールデンホテル会議室 

 

(4)研修講師と発表内容 

日本の食品企業が期待するガーナにおける持続可能性に配慮したカカオ豆調達に

豊富な知見を有する日本の民間企業及びガーナにおいてカカオ豆の生産を管理する

カカオ・ボード等のうち以下の２機関に講師を依頼した。発表資料は添付資料 1-4(2)

に掲載する。 

・伊藤忠商事株式会社アクラ事務所： 

 日本の食品企業が期待する持続可能性に配慮したカカオ豆調達 

 これまでの日本のチョコレート業界や食品企業のガーナでの取り組み 

 

・ガーナ・カカオボード カカオ健康・普及部門（CHED）： 

 ガーナ側の活動紹介 

 ガーナにおけるカカオ生産やトレサビリティのシステムについて 

 カカオ豆生産農家の持続可能性に配慮したカカオ豆生産に向けての課題、対策、

取り組み 

 

(5)参加者 

日本向けのカカオ豆を生産することが可能な農家を招待し、ガーナ側より 36 名の

参加があった。 

参加者名簿は添付資料 1-4(3)に掲載する。 

 

(6)プログラム 

以下のとおり。 

- 18 -



 
 

 

時間 プログラム 
11 月 23 日（水） 

＜会場＞ ボゴソ ゴールデン ホテル 
住所：Bogoso - Tarkwa Rd, Bogoso, ガーナ 電話：+233 31 209 7995 

09:30～10:30 受付  
10:30～10:40 参加者の紹介（日本側、ガーナ側） 司会 
10:40～10:50 開会あいさつ：農林水産省 逐次通訳：日本語⇔英語、

英語⇔ローカル語 
10:50～11:40 [日本側プレゼン] 

・日本の食品企業が期待するガーナにおける

持続可能性に配慮したカカオ豆調達（カカオ

豆の品質含む） 
・これまでに日本のチョコレート業界や食品

企業がガーナで実施してきた活動内容紹介： 
「児童労働監視改善システム（CLMRS）」、
シェードツリーの配布、QCC サポートなど

の活動について紹介 

日本人講師（伊藤忠商事

アクラ事務所梶川所長） 

11:40～12:00 休憩  
12:00～12:50 [ガーナ側プレゼン] 

・ガーナ側の活動紹介 
トレーサビリティとサステナビリティ 

QCC drop mark（麻袋への印字）, 等 
・カカオ豆生産農家が考える持続可能性に配

慮したカカオ豆生産に向けての課題・対策・

取り組み 

ガーナ・カカオボード・

カカオ健康・普及部門

（CHED） 
DR. ERNEST FELIX 
APPIAH 

12:50～13:00 閉会の言葉 日本チョコレート・ココ

ア協会 三谷専務理事 
13:00～14:00 昼食（ホテル内レストラン） 

 

3-2-1-2. 結果概要 

講師によるプレゼンテーションが行われた後、カカオ豆生産農家が考える持続可能

性に配慮したカカオ豆生産に向けての課題についてディスカッションした。 

新しいトレーサブル・システム導入における課題としては、①サステナビリティに

ついては、農家が独自で行う必要があること、②森林と土地利用マップの作製、③新

システムへの農家の抵抗感と導入への混乱、④サプライチェーン全体に係るシステム
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利用者が正しいデータを打ち込めるか等のシステムの理解、⑤システム構築に係る資

金調達・設備整備・人員確保、⑥モバイルマネーの IT環境の整備（農村部での通信環

境等）などが挙げられた。 

 

カカオ豆生産農家との意見交換では、以下の意見が出た。 

・気候変動への対応：灌漑施設の整備 

・農家の高齢化 

・病害虫対策 

 

  

生産農家への研修（技術講習会） 生産農家への研修参加者 

  

生産農家への研修参加者 
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3-2-2. カカオ農園視察（2022 年 11 月 24 日） 

3-2-2-1. 実施概要 

(1)開催日時 

2022 年 11 月 24 日（木） 8：30 – 11:00 

 

(2)開催場所 

ガーナ クマシ市近郊 ベクアイ地区 

 

(3)カカオ農園視察の内容 

クマシ市近郊ベクアイ地区のカカオ農園を訪問し、カカオ豆収穫、ポッド割り、

発酵・乾燥工程などを視察した。また、コミュニティの買い付け人（Purchasing Clark）

の貯蔵所、地区の公認の買い付け業者（LBCs）の倉庫を視察し、トレーサビリティ

やサプライチェーン、カカオボード品質管理部門により行われている品質チェック

などについて説明を受けた。 

 

概要を添付資料 1-5(1)に掲載する。 

 

(5)プログラム 

以下のとおり。 

 

時間 工程 説明 
07:00 ホテル出発  
08:30～09:00 カカオ農園視察（Bekwai 地区） 

カカオ収穫、ポッド割り、発酵工程 
CHED（カカオボード健康

普及部門） 
09:15～09:30 乾燥工程視察 

コミュニティ貯蔵所、トレーサビリティ 
QCC（カカオボード品質管

理部門） 
09:45～11:00 地区の倉庫、トレーサビリティ 

QCC による品質チェック 
サプライチェーンの紹介 

QCC/LBCs（買付業者） 

11:00 終了  
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カカオ生産者 カカオボード品質管理部門担当者 

  

カカオ豆の取り出しと発酵 発酵工程 

  

乾燥工程 カカオ農園 

  

LBC（公認買付業者）の倉庫 カカオ豆の袋のタグと印字（Drop Mark） 
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倉庫でのカカオボード品質管理部門（QCC）によるによる検査 

  

Purchasing Clerk（買付人）のデポ外観 Purchasing Clerk（買付人）のデポ内部 
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４．事業結果と持続可能なカカオ豆調達の課題 

 

4-1 事業の結果 

 我が国のカカオ豆の主な供給国であるガーナにおいて、持続可能性に配慮したカカオ豆

の安定供給体制の構築のため、日本のチョコレート業界関係者を派遣し、ガーナにおいて

カカオ豆の生産を管理するカカオ・ボード、ガーナ政府関係者、非営利団体等の現地関係

者とのワークショップ１回、生産農家への研修（技術講習会）１回の計２回の会合を実施

した。 

 ワークショップでは、現地関係者との対話により我が国の持続可能なカカオ豆の調達を

実現するために、どのような課題があり、それを解決するために必要な手法等を整理する

とともに、今後、解決に向けて現地関係者との持続的な協力関係を構築し、その方向性を

とりまとめた。そして、日本向けのカカオ豆を生産することが可能な農家に対して、国際

認証やトレーサビリティ等への理解の促進を図るための技術協力として、現地において専

門家による技術講習会を実施した。 

 現地関係者とのワークショップでは、我が国のチョコレート業界関係者とガーナ政府関

係者、ガーナ・カカオボード、世界カカオ基金等の現地関係者との間で、発表とディスカ

ッションが行われ、持続可能性に配慮したカカオ豆の輸入調達の実現を図る上での課題を

共有した。生産農家への研修（技術講習会）では、日本向けのカカオ豆を生産することが

可能なカカオ豆生産地であるボゴソにおいて、カカオボードのカカオ健康・普及部門（CHED）

及びカカオ豆生産者が多数参加し、トレーサビリティとサステナビリティへのガーナ側の

活動の紹介やカカオ豆生産農家が考える持続可能性に配慮したカカオ豆生産に向けての課

題、対策、取り組み等についてディスカッションを行った。 

表 4-3 に各会合の発表内容及び課題を示す。現地関係者とのワークショップにおいては、

ガーナ・カカオボードの総裁自らプレゼンテーションを行うなど、本事業に対する期待の

高さがうかがえた。 

 

 本事業では、日本のチョコレート業界関係者及びガーナ側の食糧農業省の政府関係者、

ガーナ・カカオボードとの間で、ガーナにおける持続可能性に配慮したカカオ豆調達にか

かる現状の把握、持続可能なカカオ豆の調達を図る上での多様な課題が共有でき、日本向

けのカカオ豆を生産することが可能な地域のカカオ豆生産農家に対する技術講習会を開催

することで、日本側が求める品質やトレーサビリティ等への理解を促進させるとともに、

ガーナ側の持続可能性にかかる実情や要望を把握できた。 
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表 4-1 各会合の発表内容及び課題の分類（ガーナ） 

  発表内容 

現地関係者とのワークショップ 日本側発表 ・日本のチョコレート業界のニーズ 

・トレサビリティとサステナビリティ 

・日本側の取り組み 

ガーナ側発表 ・ガーナと日本との関係 

・日本向けのカカオ豆の輸出 

・サステナビリティ 

・食品安全 

・持続可能なカカオ豆の生産の課題 

・協力可能な分野、他 

生産農家への研修（技術講習会） 日本側発表 ・日本のチョコレート業界について 

・トレサビリティとサステナビリティ 

・日本側の取り組み 

ガーナ側発表 ・ガーナのカカオバリューチェーン 

・サステナビリティとトレーサビリティ 

・ガーナのカカオ豆トレーサブルシステム 

・課題、他 

 

4-2. ガーナにおける持続可能性に配慮したカカオ豆の安定供給体制構築上の課題 

 本事業の会合で整理された課題を表 4-2 に示す。 

表 4-2 本事業の会合で整理された課題 

＜分野＞            ＜持続可能性に配慮したカカオ豆の安定供給体制の構築上の課題＞ 

トレサビリティ (1) 新しいトレーサブル・システムの導入 
・森林破壊 
・児童労働 

農家の収入向上 (2) 農家の収入源の確保 
(3) 生産性の向上 
(4) 生産コスト低減 

その他 (5) 食品安全 
(6) カカオ生産農家の高齢化 
(7) カカオボード QCC ラボへの農薬検査分析技術の定期的な指導 
(8) カカオ腫脹性シュートウイルス病（CSSVD）に感染した地域の農園

のリハビリのサポート 
(9) カカオ農園の灌漑設備の整備 

 

現地関係者とのワークショップ及び生産農家への研修（技術講習会）にて、新しいトレ

ーサブル・システム導入における課題としては下記の事項が挙げられた。 
 

(1) サステナビリティについては、農家が独自で行う必要があること 
(2) 森林と土地利用マップの作製 
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(3) 新システムへの農家の抵抗感と導入への混乱 
(4) サプライチェーン全体に係るシステム利用者が正しいデータを打ち込めるか等の

システムの理解 
(5) システム構築に係る資金調達・設備整備・人員確保 
(6) モバイルマネーの IT 環境の整備（農村部での通信環境等） 
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1. ワークショップ・研修関連資料 
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1-1(1) ガーナ・カカオボード訪問概要 
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ガーナ・カカオボード品質管理部門（QCC）への訪問の概要 

日 時：2022 年 11 月 21 日（月）10:00〜12:00 
場 所：ガーナ・カカオボード品質管理部門（QCC）本部 
参加者：ガーナ・カカオボード品質管理部門（QCC）：Dr. Paul Agyeman（QCC Research 

Manager）、他 
農林水産省食品製造課：渡邉課長、二井課長補佐 
日本チョコレート・ココア協会：三谷専務理事 
中央開発株式会社海外技術部：山口部長 
伊藤忠商事株式会社アクラ事務所：梶川所長、大野 

カカオ・ゴマ課：緒方トレーダー 
概 要： 
 QCC の組織の目的及び業務内容について、説明、意見交換の後、農薬等分析に係る前処
理及び機器分析室を視察した。具体的内容は以下のとおり、 

（ガーナ）QCC ラボには、４つの部門があり、職員は 64 名いる。日本向けの残留農薬検
査の基準を満たしているか検査できる体制を整えている。ポジティブリストの導
入後の 2012 年以降、残留農薬の基準が厳しくなり、日本向けの船積前に残留農薬
の検査を行うようになった。当初 12 種類の農薬の検査を行っていた。 

QCC では、カカオ産地への研修やモニタリングを行ってきた結果、現在は 2 種
類の農薬の検査まで減ってきている。昨年度は違反件数がゼロであったことは、
QCC にとっても喜ばしいことであった。 

このラボで検査が可能なのは、残留農薬検査の他、マイコトキシン（カビ毒）、
脂肪分、虫の異物混入も検査可能である。ラボは ISO の認証を受けており、カビ、
細菌の検査設備も整えられている。カドミウムや水銀の重金属の検査機器の導入
も進められている。また、カカオ豆の香味成分の分析機器の導入も行う。 

地域によって異なるが、日本向けであれば残留農薬、欧州向けであればマイコ
トキシン、モシュモア（MOSH/MOAH1）、重金属といったに分野に新しく人的資
源を投入している。 
・カカオ豆を入れるジュート袋の調達についても、カカオボードが行っている。 
・コーデックスなど、新たな規格が導入されたときに、既存の検査機器やノウハ

ウで対応できない場合もあり、輸入国からのサポートは不可欠である。日本か
らは、分析技術専門家の派遣により技術研修を行うなどサポートを受けている。 

（ガーナ） 日本にとって、サスティナブルとは何を想定しているのか。 
 

1 ミネラルオイル飽和炭化水素類（MOSH）やミネラルオイル芳香族炭化水素類（MOAH） 
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（日 本） 今回は、持続可能性に配慮した輸入カカオ豆調達という目的で来ている。日
本にとって、サステナビリティとは、トレサビリティの向上、生産の増加、農
薬の適正使用。 

（ガーナ） 日本は年間 5 万トンのカカオ豆を輸入していたが、年々減少してきているが、
輸入量は増加する見通しか。 

（日 本） 一次加工したカカオの輸入が増加しているため、輸入量が減少している。他
方、大手メーカーはカカオ豆から調達（摩砕）することで製品の差別化を図って
おり、増加する可能性はある。 
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1-2(1) ガーナ食糧農業省 訪問概要 
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ガーナ食糧農業省への表敬の概要 

 
日 時：１１月２１日 12:25〜 
場 所：ガーナ食糧農業省 
参加者：日 本（在ガーナ国日本大使館） 園田一等書記官、勝村一等書記官 
          （農林水産省）渡邉食品製造課長、二井食品製造課課長補佐 
           （日本チョコレート・ココア協会）三谷専務理事 
          （中央開発（株））海外技術部 山口部長 
          （伊藤忠商事（株））カカオ・ゴマ課 緒方トレーダー 
                    アクラ事務所   梶川所長、大野所員 

ガーナ（食糧農業省）シアメー農業普及局長、担当課長（Solomon Gyan Ansah 作
物サービス局長補佐、Jonas Asare Berchie 畜産局長補佐、
Josephine Quagraine 政 策 計 画 監 視 評 価 局 長 補 佐 、
Emmanuel K. Morti 食品基準局 (FSA)局長補佐）   

会談概要： 

 渡邉課長より、ガーナへの今回の出張は、ガーナのカカオ豆についての持続可能なカカ
オ豆生産のプロジェクトを本年度から始めるにあたって、その事業の目的、来年度も継続
して予算要求している旨を伝えた。 
 その後の先方とのやり取りは以下のとおり 

（ガーナ）；このプロジェクトの実施は、ガーナにとって大変ありがたいものである。特に
品質面が重要で日本向けのカカオ豆にとっても有意義である。また、農薬の適正
使用は、残留農薬などの検疫上も重要である。そのためにもココアボードとよく
連携して進めることが必要である。 

（ガーナ） 自分は畜産を担当しているが、カカオ豆を加工する際に残る殻や皮などの不
要物を畜産飼料などに有効利用できる方法について、知見があればお教え願いた
い。 

（日 本） 再利用している企業や検討している企業は、数社ある。その際には協力をお
願いしたい。 

（ガーナ） ガーナのカカオ豆はチョコレート以外には、何に使われるか。 
（日 本） 殻は砕いて固めて家具の部品などや食器などにも加工することで、商用段階

にゆけるかどうかを研究中の企業がいる。 
また、量は少ないものの油分（ココアバター）は化粧品用途にも使用されてい
る。 
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（ガーナ） 生産性の向上は具体的には、どのようなことを考えているのか。 
（日 本） 農薬を適正に使用することでコストを抑えることができ、ひいては生産性が

上がるなどではないか。これらの課題については、ワークショップで明らかにな
ることと考えている。また、技術講習会に参加する農家にも確認してみたい。こ
れらの課題を解決するために来年度も予算を要求している。 

（ガーナ） 今回の技術講習会の場所であるウェスタン州以外にもカカオ産地は多くある
ことから、カカオボードとの連携によりガーナ全体に大きく広がるように事業を
進めてもらいたい。農家も持続可能性とトレサビリティについては、前向きに取
り組む声を聞いている。 

（日 本） 従来までは民間での取り組みであったが、今回、食糧農業省と農水省が交流
できたことは持続可能性に配慮した輸入カカオ豆調達の実現において非常に有
意義と思料する。 

（ガーナ） 児童労働は政府の課題と認識しており、ILO に定めるワースト（最悪形態の
児童労働（the worst forms of child labour））2より解決していきたい。また、食品
安全（農薬）についても重要で農家もその点は理解している。本プロジェクトを
通じてプラスになる成功となるように願っている。 

（ガーナ） 日本における食品安全上のミニマムスタンダードは、何か。 
（日 本） ガーナのカカオ豆は、品質的には農薬以外は満たしているものと考えている。 
     日本の基準は一部の項目で他国より１０倍厳しい基準値が定められている。 

（日 本） ウクライナ情勢などによる物価高騰に対して、貴国ではどのように対処して
いるか。 

（ガーナ） 米の輸入価格が高くなっているが、国内生産を伸ばすように推奨している。
JICA の協力も得ながら４つのプロジェクトを進めており、灌漑システムを導入
して、収量の増加を指導している。 
 肥料は、輸入価格が高騰している。国内生産を進めていく予定である。ガーナ
では天然ガスが産出されるので、それを活用しようとしているが、資金がなく進
んでいない状況にある。肥料高騰対策としては有機肥料を国内で推奨していると
ころ。 

  

 
2 1999 年、ILO（国際労働機関）は「最悪形態の児童労働」条約（Worst Forms of Child Labour Convention）
において、子どもの紛争への強制的な参加を含む労働や子どもの健康、安全、道徳を害するおそれのある

労働を「最悪形態の児童労働（the worst forms of child labour）」と定義 

A1-12



 

 

 

 

1-3(1)現地関係者とのワークショップ 

概要 
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ワークショップの概要 

 
日 時：１１月２2 日 9:50〜13:05 
場 所：ガーナ国アクラ市 ココナッツ グローブ リージェンシー ホテル 
参加者：ガーナ（ガーナココアボード）アイドー総裁、アモアー調査部長ほか 
       （QCC 品質管理機構）ポール研究副部長                   

（食糧農業省）Solomon Ansah-Gyan 収穫サービス部長、Lowbi George 調
達・サプライチェーン担当課長 

（WCF 世界カカオ財団）Betty Simawua Annan カントリー・ディレクター 
日 本（在ガーナ国日本大使館） 勝村一等書記官 

          （農林水産省）渡邉食品製造課長、二井食品製造課課長補佐 
           （日本チョコレート・ココア協会）三谷専務理事 
          （中央開発（株））海外技術部 山口部長 
          （伊藤忠商事（株））カカオ・ゴマ課 緒方トレーダー 
                    アクラ事務所   梶川所長、大野所員     
概  要： 

 渡邉課長より、ガーナのカカオ豆についての持続可能なカカオ豆の生産を支援するため
の本事業の目的について、冒頭あいさつとして発言。 

 ガーナ側からガーナココアボード（GCB）のアイドー総裁より、あいさつについて以下
のとおり、 

私が初めてワークショップに参加したのは 1998 年で、東京都立大学で行いました。その
時はクマシ大の教授として参加しました。国際食糧政策研究所（IFPRI）をベースに国際共
同研究プロジェクトを実施した。大塚啓二郎教授3は、カカオの話をされました。 

今日のテーマは、サステナブルで 1998 年のワークショップと状況は変わっていない。 
ガーナとしては、品質とサステナブルが一番の問題ではない。カカオは、ガーナにとっ

て大事な品目で食品安全とサステナブルも大事である。西アフリカ諸国では、間違った認
識もされている。先週、欧州で同じくサステナブルココアの研究で、栽培現場で調査した。   

今回、日本からわざわざガーナに来てくれたことを嬉しく思う。今回のプレゼンでは、
児童労働、トレサビリティ、森林破壊、農家の収入向上のほか食品安全が重要な項目であ
る。 

実際にカカオ農園にも行く前に我々の取組みや業界全体の話をはじめに聞くことは、と
ても重要なことだと考える。ガーナにおけるカカオの付加価値を高めるための業界として

 
3 http://www.arsvi.com/i/2ghn2007.htm#19981026 
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取組を知ってもらった上で現場を見てもらうことが大切である。 
ワークショップでマクロ的に見た上で、現場を目で見てもらえれば、現状を理解するこ

とで有意義なプロジェクトとなることものと考え、本事業の成功を願っています。 

（日 本）伊藤忠商事（株）梶川アクラ事務所長より、日本のチョコレート産業のカカオ
豆調達の現状やサステナブル調達に係る企業の取り組みついて、資料に基づき説明。 

（ガーナ）GCB のアイドー総裁から、ガーナにおけるカカオ生産やトレサビリティや農薬
の管理、サステナブル・カカオ豆、食品安全などについて資料に基づき説明。具
体的な発言内容は以下のとおり 

・ガーナ経済を支える重要な柱がカカオである。 
・カカオ農家にいうと 80 万人の農家、全体の農家の数は 120 万を超える。 
・カカオの集荷や品質管理、ロジスティックなどサプライチェーンに関わる人もそれに見
合う同数程度の人数となる。 
・GCB が関わっている環境を整えて、しっかりカカオの産業全体が発展していくことを重
要視している。 
・カカオ農家の取組を進めるためには、労働に見合う対価を支払うことが大切である。サ
ステナブルを確立するには、妥協も必要である。サステナブルの取組には、その環境を整
えることが重要で、労働力に対する対価の確保が重要である。児童労働など農家の人権を
保護することも大切である。そのため、ガーナのカカオは非常に高い品質基準を求められ
る。社会的なインフラ支援が必要で、GCB でも取り組んでいる。 
・ガーナと日本の考えは、一致しており同じ方向に向かっている。 
・カカオに係る両国の関係は良好で、日本の食品企業による QCC のトレーニング（指導）
が好例である。 
・GCB とタッグを組んで、サステナブルのプログラムを一緒にやっている日本企業もある。 
・先ほど民間の取組について説明されたので改めて言わないが、JICA の取組も重要である。
JICA はアフリカ開発銀行と協力して総額 6 億米ドルの協調融資4をされたこともあった。目
的は一緒で、トレサビリティ、森林破壊の撲滅、貧困をなくして児童労働をなくすこと。 
・2017 年までは日本への輸出は増えていたが、現在は減少傾向となっている。コロナの影
響とは思うが、ガーナの日本におけるシェアは 80％から 75％に減ってきている。 
・ガーナ産 100％ということは他国より高い。他国のカカオの品質はガーナより落ちること
を伝えたい。 
・日本が多く輸入しているエクアドルのカカオには、カドミウムが含まれており、欧州な
どから指摘されているところ。ガーナはエクアドルに比べてカドミウムフリーが保証でき
るので、ガーナの品質の優位性は維持されている。 

 
4 https://www.jica.go.jp/press/2019/20200214_11.html 
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・本日、日本の農水省から来て事業を進めてくれることは嬉しい。日本は、もっと直接ガ
ーナから買っていただきたいと伝えたい。 
・ガーナのカカオは他国に比べ高いが、プレミアムは決して高い訳ではなく、品質に見合
うものであるということを理解してもらいたい。品質面は他国が追い付けないほどとなる
ことを GCB は目指している。 
・GCB にとって、人権保護や森林破壊への対応は避けられないことを認識している。 
・GCB はこれら課題を解決するために、ステークホルダーと協力し、森林破壊監視システ
ム（National Deforestation Monitoring System）というシステムを策定した。 
・GCB も農家にカカオ以外の農作物の栽培を推進している。 
・ガーナでは、カカオは陰性植物なので森林にカカオを植えて、日陰が維持できるように
している。そのためすでにカカオ栽培は、アグロフォレストリーの定義に則したものと考
えている。農家にもしっかりアプローチしていて、社会的なサステナブルの環境、サステ
ナブル活動を実践している。 
・ガーナはカカオの生産性の向上、少ない土地での効率的生産の取組に力を入れている。
例えればベッドを横ではなく縦にするようなものである。 
・また、ガーナは、世界銀行の森林炭素パートナーシップ基金（Ghana Cocoa Forest REDD+ 
Programme (GCFRP)）とともに CO2 排出量削減に力を入れている。 
・GCB の再生農園プログラム（Cocoa Rehabilitation and Intensification Programme
（CORIP））を進めている。 
・GCB はガーナ森林投資プログラム（FIP）をやっている。 
・森林保護地域では、カカオを栽培しないように指導している。 
・カカオ腫脹性シュートウイルス病（CSSVD）という病気にかからない限り、100 年、200
年も育つ木です。 
・先ほどの日本のプレゼンで ESG の話があったが、私はこれに E（経済）が抜けていると
考えている（ESGE）。経済も持続させないと国が成り立たない。ESG には、環境保護や児
童労働が含まれているが、農家の生計向上が抜けていると考えている。児童労働や森林破
壊が起こるのは生産性向上が欠けていることが原因である。サステナブルの前に農家の収
入を上げることがまず絶対に外せない。 
・雑草に対して除草剤を使うと成分の２，４-D が残留する。これを使わないとした場合、
雑草を刈らなければいけない。その分、労働力が必要となり人件費が必要となる。 
・GCB としては、サプライチェーンのはじめは農家であり、農家の収入向上が重要である。 
・ガーナにおいては、FOB の 70％が農家の手取りとなるようにしている。例として、LBC
（公認買付業者）が秤をごまかして調達していたのを、対策として公平性を期するために
電子秤を導入した。 
・2017 年には単収が 450kg/ha と低かったので、生産性向上プログラム（PEPs）を入れて
GCB では力を入れている。近年では 600 ㎏/ha と単収も増えており、多い場合 1000 ㎏と
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いう農家もある。 
・先ほど日本側からのプレゼンにあった「安定的な供給」については懸念はいらない。１
つのカカオの樹からカカオの実が 30 ポットから 100〜200 ポットまで生産性が上がってい
る。これは GCB の取組の成果である。・気候変動に対応できるように農家に生産量を増加
するように GCB でもしている。 
・これだけのことをガーナでやっているが、カカオ豆の価格は下がっている。（2016 年９月
から 30％低下）。 
・過去５年間カカオが安くなっているが、農家への支払い額は維持しており、その分は GCB
で受けてしのいでいる。 
・ご存じのとおり、農家の所得を向上させるためにコートジボワールと共同でカカオ価格
に 400 ドル追加する制度を導入した経緯がある。巨額の資金が取引されている中で、２％
しかガーナに還元されていないため、流動性を確保するため制度を作った。 
・今回、日本から関係者には、LID（Living Income Differential）は農家の収入源の確保、
資金の流動性を保つために重要なもので、また、GCB のカカオ豆品質向上の取組策がプレ
ミアムとして上乗せされていることをよく理解してもらいたい。 
・この LID とカントリー・ディファレンシャルは、大手のバイヤーは重要性を理解してお
らず、この２点が確保されないと農家の収入が向上せず、結果的に児童労働や森林破壊に
繋がる。 
・児童労働でジェンダー・エンパワーメントの確立については、GCB で専用部署を設けて
ある。 
・ガーナにおいては、個別企業が様々なプラットフォームを独自で運用しており、GCB で
は一つのプラットフォームに統合するために、ガーナココアモニターを作ることとしてお
り、日本も協力をしていただきたい。（EU も関与するという。） 
・サステナブルのモニタリング調査は、今は民間や別のプラットフォームでも実施してい
るが、統合したものを作ろうとしている。また、GCB では、サステナブルの部署を新たに
設けて独自で調査している。 
・食品安全は他国より確保している。日本企業から QCC ラボに支援していただいたことに
ついては感謝している。 
・GCB 傘下の CRIG (Cocoa Research Institute of Ghana)という研究組織で農薬の研究を行
っている。農家への農薬の使用方法は CHED（The Cocoa Health and Extension Division）
が指導している。 
・トレサビリティについては、農家がカカオを持ち込む倉庫（デポ）から港の倉庫まで確
保されている。農家から倉庫までのトレサビリティは、新たな CMS（ココアマネジメント
システム）でやろうとしている。 
・新システムは、家族構成まで（年齢も）登録するもので、カカオ農家の位置情報も登録
されているので東京からでも確認することが可能である。 
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・CMS のシステムはガーナ独自のものでトレサビリティだけでなく、児童労働や森林破壊
の関与もわかるものである。家族構成がわかっているので、児童労働した場合は、警告が
可能である。 
・今回の日本側の懸念・要求は、すべてにすでに解決するための対策として講じようとし
ている。本システムは未導入であるが、農家の情報収集は終わっており、データを入れ、
着々と導入に向けて進めているところ。 
・このシステムは、残留農薬にも有効であり、輸出前の段階で２，４-D で基準超過になれ
ば、どこの農家かどうかがわかる。 
・このシステムの導入により、森林保護地域で作られたカカオは売れなくなる。すべての
問題が解決できる。 
 
・大きな課題のひとつとしては、カカオの樹の病気である。カカオ腫脹性シュートウイル
ス病（CSSVD）はウエスタンノース地域であり、今は罹患した場合には木を切るしかない。 
・もう一つの課題は、カカオ農家の高齢化である。カカオ農家の平均年齢は 55 歳であり、
若者のカカオ農家への就農が減っている。カカオ栽培を魅力的な仕事をする必要がある。 
・カカオの農家がより換金性の高いゴムやカシューナッツに転作したり、カカオ栽培地域
と重なっている、金の採掘用にカカオ農園を売り払い、違法採掘されたりと政府としても
問題視している。 
・カカオ豆価格として、LID400 ドル/トン。カントリー・ディファレンシャルを受け入れ
ないバイヤーがある。これが受入れられないと、最低保証価格を割り込み、安くなってし
まうと先に述べたようにカカオ農家は転作や違法採掘へと向かうこととなる。いずれカカ
オ生産が成り立たなくなることを懸念している。 
・児童労働については、ガーナでは伝統的に水を担ぐのは女性とされている。母親が育て
る子供たちはその姿をいつも見ており、母親を子供たちが手伝うのは自然なことである。
この点については、欧米の団体などは、ガーナの常識を理解しないで、一方的に非難して
いる。 
・私が考えている今後のアイデアとしては、 
① カカオボードの QCC ラボから日本に農薬検査を定期的に行かせ分析技術を見せること

で、ガーナの分析技術の向上につながる。 
② カカオ腫脹性シュートウイルス病（CSSVD）に感染した地域の農園のリハビリのサポ

ートとして JICA との連携、 
③ カカオボードの CRIG が試験的にサポートできる。CMS、トレサビリティに対して、

GCB は統一的なシステムを構築しようとしており、最終段階となっている。 
カカオ豆の支払いには、カカオ農家にキャッシュレス決済システムを予定している。

新たなシステムへの支援もお願いしたい。 
④ カカオの一次加工工場を日系企業がガーナに進出してもらえたら、廃棄殻が 20％出る
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が、農家にオーガニックな肥料として還元できるので、その点も是非考えてもらいたい。
そうなれば嬉しく思うし、コラボを通じて、品質の高いカカオ豆を供給できる。 

（両国からのプレゼンを踏まえて、意見交換が行われた。） 

（日 本）新しいシステムは、いつから実施される予定か。 
（ガーナ）今年の 10 月から始める計画であったが、70 地区あって、同じようなものを作る

にはコストがかかるので、来月から 3 か所くらいで始める予定である。 
（ガーナ）CMS は、民間でバラバラに農家の情報などについて、統一された情報にするこ

とができる。 
（ガーナ）先ほどのサステナブルの取組に追加して、井戸の他にカカオ農園のかんがい設

備が重要である。日本側では興味があるか。 
（日 本）農家から直接かんがい施設の要望は聞いていないので、あるのであれば検討す

る可能性はある。 

（ガーナ）日本側のプレゼンでは、NGO 等と日本企業が支援しているが、GCB と日本企
業が組んで支援することについて、どのように考えるか。 

（日 本）当然、共同して支援することは考えられる。NGO や投資家から、より理解が得
られるものと考える。 

（日 本）日本はガーナの次にエクアドルからフレーバービーンズを輸入しているが、ガ
ーナでフレーバービーンズを作ることは可能か。 

（ガーナ）ガーナでは、GCB で試験栽培をしている。フレーバービーンズの需要があり支
援があれば、可能ではないか。 

（ガーナ）後日、カカオ農園に行き、これまでの説明を実際に見ていただきたい。そして、
カカオポッドを割ってみてほしい。 

          

（日 本）要望について業界団体としては、QCC への支援については継続したい。また、
何ができるかについては、相談して回答したい。 

（日 本）日本チョコレート・ココア協会の三谷専務から、ワークショップでのサスティ
ナブルに係る有意義な議論が行われたことは、ガーナとの 1960 年からの長い取引
の歴史の中で培われたものであり、その信頼の上でサスティナブルな取り組みが
新たに行われることを期待するとの閉会のあいさつが行われた。 

  

A1-20



 

 

 

 

1-3(2)現地関係者とのワークショップ 

プレゼンテーション資料 
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1-3(3) 現地関係者とのワークショップ 

参加者名簿 
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現地関係者とのワークショップ参加者名簿 
 
No. 機関名 役職等 氏名 
【日本側】 

1 農林水産省 食品製造課長 渡邉 顕太郎 
2 食品製造課課長補佐 二井 敬司 
3 日本チョコレート・コ

コア協会 
専務理事 三谷 昭彦 

4 在ガーナ日本国大使館 一等書記官（開発協力担当） 勝村 昌央 
 中央開発株式会社 海外技術部部長 山口 達朗 
 伊藤忠商事株式会社 カカオ・ゴマ課トレーダー 緒方 孝行 
 アクラ事務所所長 梶川 建倫 
 アクラ事務所 大野 友也 

【ガーナ側】 
1 ガーナ・カカオボード 総裁 Joseph Boahen Aidoo 
2 副総裁 E. Ray Ankrah  
3 理事（モニタリング調査・評価） Dr Francis Baah 
4 マーケティングカンパニー代表 Vincent Akomeah 
5 理事（法務担当） Francis A Opoku 
6 副理事（広報担当） Stephen Boafo 
7 副理事（研究開発担当） Michael Amoah 
8 副理事（モニタリング調査・評

価担当） 
Dr Manu 

9 ガーナ食料農業省 部長（収穫サービス） Solomon Ansah-Gyan 
10 調達責任者 Doris Vaayl 
11 世界カカオ基金（WCF 

-World Cocoa 
Foundation） 

ガーナ代表 Betty Simawua Annan 
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1-4(1) 生産農家への研修（技術講習会） 

概要 
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技術講習会の概要 

 
日 時：11 月 23 日 10:05〜13:40 
場 所：ガーナ国ボゴソ市 ボゴソゴールデンホテル 
参加者：ガーナ（GCB）カカオ健康・普及部門（CHED）SAMUEL OSEI 地域副マネジャ

ー、品質管理部門（QCC）Ernest Felix Appiah マネジャーほか 
       （ボゴソ周辺）カカオ生産農家３６人 

日 本（農林水産省） 渡邉食品製造課長、二井食品製造課課長補佐 
            （日本チョコレート・ココア協会）三谷専務理事 
           （中央開発（株））海外事業部 山口部長 
           （伊藤忠商事（株））カカオ・ゴマ課 緒方トレーダー 
                     アクラ事務所   梶川所長、大野所員     
概  要： 

 渡邉課長より、ガーナのカカオ豆についての持続可能なカカオ豆の生産を支援するため
の本事業の目的、本日の講習内容を盛り込み、冒頭あいさつとして発言。 

 ガーナ側からガーナココアボード（GCB）の品質管理部門（QCC）の Felix Appiah マネ
ジャーより、あいさつについて以下のとおり、 

（日 本）伊藤忠商事（株）梶川アクラ所長より、日本のチョコレート産業のカカオ豆調
達の現状やサスティナブル調達に係る企業の取り組み、日本企業が求めるカカオ豆
の品質等ついて、資料に基づき説明。 

（ガーナ）GCB の QCC の Felix Appiah マネジャーから、ガーナにおけるカカオ生産やト
レサビリティのシステムについて資料に基づき説明。具体的な発言内容は以下の
とおり 

この技術講習会の目的は、日本の事業に GCB が協力して皆さんにガーナにおけるトレサ
ビリティシステムについて、説明することです。昨日はアクラでワークショップを行い、
本日、農家の皆さんとコミュニケーションをとりながら、話し合いたいと考えています。 
・カカオ農家にいうと 80 万人のカカオ農家がいます。また、カカオ産業に関わる人も同数
いて、これだけ多くの人々に影響がある産品はカカオ豆以外にはない。 
・カカオがガーナ経済を支えている中で、そのカカオをしっかり発展させていかないと成
り立たない。カカオ豆のサスティナブルについては、カカオに関わる全ての人が取り組む
ことが求められている。そのためには、環境破壊をしないこと、もう一つ大事な点は、労
働に見合った収入が得られるのがサスティナブルである。農薬の適正使用など安全性を確
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保することが重要である。 
 また、日本側が求めている安全性が確保できれば、現在の 75％の輸出量が 100％となる
ことも可能である。 
・サスティナブルの取組は、誰かに言われてするのではなく、自主的にすることである。 

トレサビリティは、サスティナブルと密接な関係がある。生産した農園がどこなのか、
またそこでのサスティナブルの活動がどのように行われているかなど。それら透明性を国
際的パートナーが求めているレベルに向上させることは、どの輸出企業にとっても、大切
なことである。 

現行のトレーサブル・システムでは、輸出のレベルからコミュニティレベル（集落単位）
までしかトレースできなかった。問題が起きた際には、集落以下での原因がつかめない課
題があった。具体的には、農家から直接買い上げる仲買人（Purchasing Clerk）は、カカオ
豆の買い付けの競争が激しいのでカカオ豆の麻袋の印字をごまかす場合があった。現状、
GCB として統一されたトレサビリティがない。GCB がトレサビリティを求めるのに対応で
きないので、各企業は自社で LBC（民間の公認買付業者）と協力してトレサビリティを確
保することとなり、プラットフォームが統一されていない、複数のトレサビリティが存在
している。また、明日見てもらいたいが、トレースできるフローチャートはすべて紙で運
用しており、紛失したり破損などにより文字が読み取れなかったりしている。 

EU の森林破壊やデューデリジェンスへ対応しなければ、ガーナのカカオを買ってもらえ
なくなる。また、日本の求める食品安全にも新システムに組み入れることとしている。 
新しいトレーサブル・システムでは、カードを配ることでモバイルマネーとして Purchasing 
Clerk が確実に農家に支払いができる。新システムでは非課税で処理できるように考えてい
る。 

新システムの説明は、今回が初めてするものであり、最初に聞くことができるボゴソ地
域の農家の皆さんは誇りに思っていただいて結構です。本事業はすでにアシャンティ州で
パイロット的に行っており、農家の皆さんにもよく知ってもらいたい。NCTS（National 
Cocoa Traceability System）はモバイル決済システムなどともに、CMS（カカオ管理システ
ム）のシステムの一部である。 

新システムにおけるトレサビリティ導入における課題としては、①サスティナブルにつ
いては、農家の皆さんが独自で行う必要があること、②森林と土地利用マップの作製、③
新システムへの農家の抵抗感と導入への混乱、④サプライチェーン全体に係るシステム利
用者が正しいデータを打ち込めるか等のシステムの理解、⑤システム構築に係る資金調
達・設備整備・人員確保、⑥モバイルマネーの IT 環境の整備（農村部での通信環境等） 

（両国からのプレゼンを踏まえて、意見交換が行われた。） 

（日 本）カカオ栽培や農薬使用は、指導してくれる農協などの人はいますか。 
（農 家）多くの農家より手が上がり、GCB の下部組織 CHED（カカオ普及部門）が指導
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しているとの回答。 

（日 本）農家の皆さんが育てているカカオの樹は何年ぐらいで植え替えますか。 
（農 家）多くの農家より手が上がり、30 年から 50 年の範囲で植え替えるとの回答。 

（農 家）新システムの導入のマニュアルは文字なのか。文字が読めない生産者がいる。 
（ガーナ）現在は文字でのマニュアルを予定しているが、意見を受け GCB に持ち帰りたい。 

（農 家）日本側の要求に応えたい。農家の大きな課題は、高齢化である。それにより生
産量が落ちてくるので、機械化が必要と感じている。カカオの価格が上がれば人
を雇って管理することもできる。 

（ガーナ）昨日のワークショップでも GCB 総裁が懸念したところである。 
（事前に予定されていなかったが、農家側から申し出により、急遽サスティナブルのプレ

ゼンを実施した。） 

農家の課題を取りまとめたので、この場を借りてプレゼンをします。 
第１の課題としては、 

土地利用に関することです。農地については明確な区分がなく法律で守られていない
ので、所有権が課題である。ガーナ政府に土地が確保でき安心して農業できるように
してもらいたい。 

第２の課題としては、 
気候変動に関することです。温暖化などにより雨が少なくなっており、カカオの生育が

できなくなる。かんがい施設の整備をお願いしたい。 
第３の課題としては、 

人工授粉に関することです。人工授粉は生産量を増加する。その指導は農協レベルにと
どまっており、直接農家に指導してもらいたい。 
（日本）これは CHED では農家に直接指導をしていないのか。 

→ 指導してもらっているが、高齢化していて細かい人工授粉の作業はできない。 
第４の課題としては、 

農家の高齢化に関することです。農家の平均年齢は 55 歳から 60 歳で労働力が不足して
いる。そのためカカオ農園を止めたり、ゴムなど他の換金作物に変えたり、金の違法採掘
により農地は減少している。GCB では、カカオの FOB 価格の 9 割位を農家に支払ってい
るが、カカオ価格の上昇が必要である。若者のカカオ豆生産離れによる高齢化が進んで労
働力が減少していることの解決策として、機械の導入。 
第５の課題としては、 

カカオ腫脹性シュートウイルス病（CSSVD）やカカオの black pod 病、病害虫に関する
ことです。様々な害虫や病原菌への対応として、殺虫剤や殺菌剤の開発やそれを購入する
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ためのアクセス道路の整備への支援もお願いしたい。 
また、カカオ農園までの道路インフラ整備の支援もお願いしたい。 

今回、サスティナブルを認識して対処することが、その実現に向けた方策であると考えて
いる。 

（酋 長）私はダナクワメ・スワビルです。Prestea 地区のチーフ（酋長）です。 
トレサビリティ、サスティナブルについては、1975 年やっていたことと大きな違いは

ない。農家は野菜なども栽培しており忙しく、カカオ豆の発酵に７日かけるところを３，
４日で済ませている。最後はお金である。 

雇用人の中には、農薬を必要以上に薄めて、余りを売りさばいて利益を得ている者もい
るので、GCB で取り締まり、指導してもらいたい。 

（日 本）日本チョコレート・ココア協会三谷専務より、閉会のあいさつが述べられた。 
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1-4(2) 生産農家への研修（技術講習会） 

プレゼンテーション資料 
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1-4(3) 生産農家への研修（技術講習会） 

参加者名簿 
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生産農家への研修の参加者リスト 
 
No. 地域 コミュニティ 氏名 
1 WASA AKROPONG WASA AKROPONG EBENEZER MORTEY 
2 WASA AKROPONG WASA AKROPONG APPIAH KATENG 
3 WASA AKROPONG SAAMANG DANIEL BIOH BOSSMAN 
4 WASA AKROPONG SAAMANG FRANCIS OWUSU 
5 WASA AKROPONG SAAMANG DOROTHY DOKU 
6 WASA AKROPONG BOGOSO ISSIFU SEIDU 
7 WASA AKROPONG BOGOSO CHRISTOPHER MANU 
8 WASA AKROPONG BOGOSO CHRISTIANA DWOMOH 
9 WASA AKROPONG BEPOH CHARLES LAMIREH 
10 WASA AKROPONG WANTRAM GLORIA KOOMSON 
11 WASA AKROPONG DUAKROM DAVID GYESU 
12 WASA AKROPONG WANTRAM ANTHONY AMENYO 
13 WASA AKROPONG WANTRAM NANA KUNWAA 
14 WASA AKROPONG AFRANSIE SYLVIA SONO 
15 WASA AKROPONG AFRANSIE PAUL OSONO BAIDOO 
16 WASA AKROPONG AFRANSIE FRANCIS KOFI NYAME 
17 WASA AKROPONG DANSOKROM STEPHEN DANSO 
18 WASA AKROPONG WASA SAA NELLY FYNN 
19 WASA AKROPONG WASA SAA CECILIA SREKU 
20 MANSO AMENFI MANSO AMENFI NANA KWADWO AMOAKO 
21 PRESTEA ENYINAM NANA KWAMENA DANSO 
22 PRESTEA BEPOASE SETH DARKO 
23 PRESTEA OPOKUKROM GEORGE KODUA 
24 PRESTEA BONDAYE SOLOMON HODEY 
25 PRESTEA SURVEYER LINE MORO LAMBON 
26 PRESTEA AMPAKROM YAKUBU ALHASSAN 
27 PRESTEA CUDJOEKROM EUNICE BOAKYE 
28 PRESTEA CUDJOEKROM HANNAH AMANOR 
29 PRESTEA CUDJOEKROM RITA ADDO 
30 PRESTEA BETEBONE GRACE MENSAH 
31 CHED DEPUTY REGIONAL MANAGER SAMUEL OSEI 
32 CHED DISTRICT COCOA OFFICER - 

PRESTEA 
GEOFFREY AKESSE-RANSFORD 
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33 
CHED 

DISTRICT EXTENSION 
COORDINATOR - WASA 
AKROPONG 

JONAS OBESE KORANTENG 

34 CHED DEPUTY REGIONAL EXTENSION 
OFFICER 

WINNIFRED AKUA ARMAH 

35 QCC Quality Control Manager & ISO 
17020 Management Rep. 

Ernest Felix Appiah 

36 QCC Regional Manager for Western 
South 

Jones Yanney 
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1-5(1) カカオ農園視察 概要 
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カカオ農園視察の概要 

 
日 時：11 月 24 日 10:05〜11:11 
場 所：ガーナ国クマシ市郊外 ベクアイ地区の農園 
参加者：ガーナ（GCB）品質管理部門（QCC）Ernest Felix Appiah マネジャーほか 
        

日 本（農林水産省） 渡邉食品製造課長、二井食品製造課課長補佐 
           （日本チョコレート・ココア協会）三谷専務理事 
          （中央開発（株））海外技術部 山口部長 
          （伊藤忠商事（株））カカオ・ゴマ課 緒方トレーダー 
                    アクラ事務所   梶川所長、大野所員     
概  要： 

（１）ベクアイ地区 カカオ農園 

   農園・収穫 
・農場は平地にあり、面積は 6.9ha で大規模に栽培している。 

   ・農園の中には、カカオの他には、プランティン（バナナの仲間）、シトラス等が 1
ヘクタール当たり２０本ほどの高木のシェードトリーが植えられている。また、プ
ランティンの葉がカカオ豆の発酵には必要。 
・この農園のカカオの樹は植えて 10 年くらい。通常 35〜40 年くらいで植え替える。 

   ・カカオの他に養鶏場を経営しており、養鶏で発生する鶏糞をカカオの肥料として
有効活用している。 
・ここは QCC より昨年、優秀農家表彰を受けるほどの優良農家。 
・GCB は、CHED を通じてかんがいを提供（この農園は必要ない。）や、人工授粉
の指導などのサポートを行っている。ここでは人工授粉を実施しており、単収が 2
〜3 倍ほどとなり生産性が向上している。 
・メインクロップの時期は、10 月〜11 月 
・受粉後、花が咲いて 5〜６か月後に収穫する。カカオポッドが黄色がかった時が収
穫の目安。（これ以上熟すと、ポッドの中のカカオ豆が発芽して品質が落ちる。） 

発酵 
・農園の中でカカオポッドを一か所に集めて、カカオポッドを鉈で割り、中からカ
カオパルプとともにカカオ豆を取り出し、プランティンの葉の上に積み上げる。QCC
ではカカオ豆が傷付かないよう鉈でなく棒で叩いて割るように指導（熟練者は鉈）。
カカオ豆に傷が付くと発酵にも影響がある。また、花軸を取り除かないと発酵の段
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階で影響が出る。発芽している豆も取り除く。 
・取出したカカオ豆をプランティンの葉で覆い６〜７日間発酵させる。発酵熱によ
り底に溜まる水を捨て、発酵むらをなくすため、２日ごとにかき混ぜている。カカ
オのフレーバーに最も重要な工程である。発酵させることにより、豆からの発芽を
抑えている。 

乾燥（天日干し） 
・発酵後、農園のわきの簡易な棚台に竹製のすだれを広げ通気性を保ち、その上で最
低１週間ほど天日干しを行う。 

・すだれは、カカオ以外の夾雑物が隙間から落ちて除去されること、降雨や夜には、
巻き取って取り込めるなどの利点がある。 

・定期的に手でかき混ぜ、まんべんなく乾燥させる。農家はかき混ぜることで音や手
で乾燥度合い（水分７.5％）を確認している。 

（２）テマの倉庫までの一時保管倉庫（QCC の格付チェックを実演） 

・Purchasing Clerk（買付人：ＰＣ）のデポ（倉庫）から集められたカカオ豆袋を一
時保管するための LBC（公認買付業者）NYONKOPA COCOA BUYING Ltd.の倉
庫。PC SHED（Purchasing Clerk のデポ）で付けられる Drop Mark が付いている
かトレサビリティを確認。GCB が支給したジュートバッグを使用しているか、バ
ッグに破損がないかなどをチェック。 

・QCC の検査員は、輸出までに QCC が 3 回行う検査のうち、一時保管倉庫で１回
目の格付作業を行う。デポから持ち込まれたすべてのジュート袋の四方から水分計
を突き刺し水分量が 7.5%以下かどうか測定。異物がバッグに入っていないかにつ
いてもチェックする。 

・また、穀差しでジュート袋からサンプリングして、以下により格付け 
① 100g 当たりの豆数と、均一性についてもチェック 
② 別途、水分計により水分量を測定 
③ 100g すべての豆をナイフで縦２つに割り（カットテスト）、内部を確認し、ブ

ラックビーンズ・カビ・発芽、スレート（粘板岩状の豆、収穫時に未熟な豆）
の割合を算出し、グレード 1、2 とサブスタンダード（標準以下、輸出非該当）
に等級付けする。 

    格付け後、等級を袋に印字する。 
   ・検査員は一人当たり１日 390 袋程度を格付ける。 

日本企業が求めるカカオ豆の品質等について、資料に基づき説明。 

（３）農家がカカオ豆を持ち込む Purchasing Clerk（買付人）のデポ（倉庫） 
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・このデポでは、周辺の約 5 か所の集落の 200 農家から年間約 130 トン（約 2 千袋）
のカカオ豆が持ち込まれる。 

・農家からは１kg 単位で買い取っている。ソーラー式のデジタルスケールを使用。 
・農家から持ち込まれる場合や Purchasing Clerk（買付人）が農家に取りに行くこ

ともある。 
・支払は、LBC（公認買付業者）が負担するが、輸出（販売）前でありその負担は

LBC の経営を圧迫している。 
・現金での支払いの場合、担当者が持ち逃げしたり、買付人が多額の現金を持ち歩

くと強奪されたりしたことから、少額で管理するとともに、将来的には CMS を活
用したデジタルマネーにしたい。 

・メインクロップの時期（10〜11 月）は、多く持ち込まれる。当該デポの許容量は
120〜130 袋。またデポは年間通して開けています。 

 
（ガーナ）カカオ豆は 65 ㎏のジュート袋に入れている。１農家で満たされない場合

には、複数の農家分が含まれるが、EU では 1 ㎏単位までは求めていない。日本で
は、どのように考えているか。 

（日 本）トレサビリティではなく、サスティナブルが目的であるので、混ざって
いても、その全部がサスティナブルであることが重要である。 
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